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Mihama　Information

4
月
23
日(

水)

午
前
10
時
45
分
〜
11
時
15
分

●

日　

時

●

対　

象

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

●

場　

所

子
ど
も
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

○
に
こ
に
こ
タ
イ
ム ｢

ふ
れ
あ
い
遊
び｣

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当
・
浜
野)

☎
32
‐
０
１
９
２

問 美
浜
町
子
ど
も･

子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

4
月
25
日(

金)

午
後
2
時
〜
3
時

●

日　

時

●

会　

場

は
あ
と
ぴ
あ　

会
議
室
4

●

対　

象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

●

定　

員

2
人(

要
事
前
申
し
込
み)

●

費　

用

無
料

●

申　

込

4
月
18
日(

金)

ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

町
健
康
福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

(

担
当
・
山
口)

☎
32
‐
６
７
０
４

問

●

講　

師

重
兼　

和
美
氏

　
　

(

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー)

教
室･

講
座･

説
明
会
等

募
集･

申
請
等

ひ
と
り
親
家
庭
と
町
民
税
非
課
税
世
帯

の
子
ど
も
の
習
い
事
を
支
援
し
ま
す

旧
優
生
保
護
法
保
証
金
の

請
求
を
開
始
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
子
ど
も
の
多
様
な
学
び
を
推

進
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
興
味
関
心
を
広

げ
、
心
身
の
成
長
の
一
助
と
な
る
学
習
塾
や

習
い
事
に
係
る
費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

町
こ
ど
も
未
来
課(

担
当
・
兼
延)

☎
32
‐
６
７
１
３

問 ●

補
助
額

　

補
助
対
象
経
費
の
全
額(

最
大
12
万
円)

●

事
業
名

ひ
と
り
親
家
庭
等

　

こ
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業

●

補
助
対
象
経
費

学
習
塾
又
は
習
い
事
に
必
要
と
な
る
費

用
の
う
ち
、
入
会
金
又
は
月
謝(

中
学
生

(

特
別
支
援
学
校
中
学
部)

の
子
ど
も
は

学
習
塾
の
み)

●

補
助
対
象
者

・
児
童
扶
養
手
当
ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
助
成
を
受
給
し
て
い
る
世
帯

・
町
民
税
非
課
税
世
帯

●

対
象
児
童

・
小
学
校
ま
た
は
特
別
支
援
学
校
小
学
部

の
4
年
生
か
ら
6
年
生

・
中
学
校
ま
た
は
特
別
支
援
学
校
中
学
部

に
就
学
す
る
児
童
・
生
徒

※
本
事
業
は
、
右
記
以
外
の
要

件
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ホームページ
はこちら

　

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
不
妊
手
術
・

人
工
妊
娠
中
絶
等
を
受
け
た
方
に
対
し

て
、
国
が
補
償
金
等
を
支
給
し
ま
す
。

　

請
求
手
続
き
等
の
詳
細
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
　

県
子
ど
も
未
来
課  

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
２
８
６

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

☎
22
‐
３
７
４
７

問

◆
春
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

自
分
だ
け
の｢

春｣

を
飾
る
！
特
別
な

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
せ

ん
か
？
お
部
屋
や
玄
関
先
を
華
や
か
に
飾

り
ま
し
ょ
う
！

　

他
に
も｢
よ
も
ぎ
と
さ
く
ら
の
も
っ
ち

餅｣

や｢

春
カ
ラ
ー
の
ふ
ん
わ
り
ス
ワ
ッ

グ｣

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
な
お
、
予
約
が
必
要
と
な
る
体

験
メ
ニ
ュ
ー
は
、
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
、
申
し
込
み
サ
イ
ト
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

4
月
27
日(

日)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●

日　

時

●

費　

用

１
，
５
０
０
円

●

講　

師

花
の
教
室
フ
ロ
ー
ラ

松
川　

知
香
子
氏

●

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

●

定　

員

10
人

◆
自
然
の
恵
み
が
い
っ
ぱ
い
！
ハ
ー
ブ
石
け
ん

　

ハ
ー
ブ
と
植
物
性
石
け
ん
を
使
っ
た
肌

に
優
し
い
石
け
ん
で
す
！

　

か
す
か
な
ハ
ー
ブ
の
香
り
、
素
朴
な
色

彩
に
癒
さ
れ
ま
す
よ
！

4
月
19
日(

土)

、20
日(

日)

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

●

日　

時

●

費　

用

８
０
０
円

●

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

●

定　

員

各
日
8
人

◆
お
花
見
ス
イ
ー
ツ

　

お
花
見
に
ピ
ッ
タ
リ
な
３
色
だ
ん
ご
と

春
を
感
じ
る
3
色
の
パ
ン
ケ
ー
キ
！

　

春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
、甘
く
て
ホ
ッ

と
で
き
る
ひ
と
時
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

4
月
5
日(

土)

、6
日(

日)

午
後
1
時
〜
3
時

●

日　

時

●

費　

用

１
，
０
０
０
円

●

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

●

定　

員

各
日
20
人

※
個
人
・
家
族
・
グ
ル
ー
プ
で
お
申
込
み
い
た

だ
け
ま
す
。

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

問
　
　

福
井
県
園
芸
体
験
施
設

　
　
　
　
　
　
　

(

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘)

☎
47
‐
６
１
６
２

※ この事業は、一般財団法人自治総合センターが宝くじの受託事業収入を財源として実施しているコミュニティ助成事業で、

宝くじの社会貢献広報事業として、コミュニティ活動に必要な備品や集会施設の整備、安全な地域づくりと共生のまちづ

くり、地域文化への支援等を対象に助成しています。

コミュニティ助成事業で整備しました
　新庄区自主防災会では、地域防災力を強化するため令和6年度コミュニティ助成(自主防災組
織育成)事業を活用し、防災用資機材を整備しました。

◆新庄区自主防災会が整備した防災用資機材

AED スコップ 発電機

拡声器 コードリール 消防ホース

※お問い合わせ先 町エネルギー政策課 危機管理対策室(担当・志賀)　 ☎32‐6716申し込み
はこちら

　就職･退職等により健康保険が変更となる方は、切替手続きが必要となります。健康保険の変更後は、
14日以内に手続きをしてください。

変更区分 手続きに必要なもの

国保･年金 離脱証明書(資格等喪失連絡票) 社会保険等の資格を喪失した日や扶養等が確認できる書類

1 退職された方で国民健康保険へ加入する場合

変更区分 手続きに必要なもの

国保 任意継続の喪失証明書
任意継続喪失日の記載のある資格確認書等、または保険者から
発行される資格喪失通知書

2 任意継続の保険資格を喪失された方で国民健康保険へ加入する場合

3 就職し、国民健康保険から離脱する場合
変更区分 手続きに必要なもの

国保
国民健康保険資格確認書等 就職された方及び被扶養者として認定された方すべての資格確

認書等が必要です。就職先の資格確認書等

4 大学や短大等へ進学するため町外へ転出するが、国民健康保険の加入継続を希望する場合
変更区分 手続きに必要なもの

国保
国民健康保険資格確認書等

学生用資格確認書等を交付します。
在学証明書または学生証の写し

国民健康保険･年金の切替手続きをお忘れなく
～就職･退職される方へ～

※1～4の手続きには、共通して 本人確認書類(マイナンバーカード・免許証等) が必要となります。

※お問い合わせ先　町住民環境課(担当・浜野祥子(国保)/吉田(年金)) ☎32‐6703
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美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第28回定期検査中(令和7年3月2日～)

【第 28 回定期検査の作業工程】

工程
工程

R7.3 月 R7.4 月 R7.5 月 R7.6 月

①1次冷却材
　系統降温

②原子炉容器開放

③燃料取出

④1次系ポンプ弁
　点検

⑤燃料装荷

⑥原子炉容器組立

⑦起動試験

⑧1次冷却材系統
　漏えい検査

⑨起動前弁点検

⑩原子炉起動試験

⑪出力上昇試験

１次系配管 (加圧器逃
がしライン )取替工事

A、B－蒸気発生器伝
熱管渦流探傷検査

●

解列
( 送電停止 )

●

並列 ( 送電開始 )
(5 月下旬予定 )

●

総合負荷性能検査
(6 月中旬予定 )

主要作業
その他作業

美
浜
発
電
所
3
号
機

　
　
　
　
　

第
28
回
定
期
検
査
実
施

　

美
浜
3
号
機
は
、
令
和
6
年
2
月
14
日

か
ら
本
格
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
令

和
7
年
3
月
2
日
に
原
子
炉
を
停
止
し
、

現
在
、定
期
検
査(

※)

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
定
期
検
査
で
は
、
燃
料
集
合
体

全
１
５
７
体
の
う
ち
57
体(

新
燃
料
44
体
、

再
使
用
燃
料
13
体
）
を
交
換
す
る
予
定
で

あ
り
、
5
月
下
旬
に
原
子
炉
起
動
及
び
調

整
運
転
等
が
開
始
さ
れ
、
6
月
中
旬
か
ら

本
格
運
転
が
再
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

定
期
検
査
に
お
い
て
、
原
子
炉
本
体
や

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
、
放
射
線
管
理
施

設
等
の
点
検
が
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、
主
要

工
事
と
し
て
、
曲
げ
加
工
の
際
の
応
力
を

低
減
し
、
よ
り
信
頼
性
の
高
い
配
管
に
取

り
替
え
る｢

1
次
系
配
管(
加
圧
器
逃
が

し
ラ
イ
ン)

取
替
工
事｣

が
実
施
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
設
備
の
保
全
対
策
と
し
て
、

2
次
系
配
管
肉
厚
の
管
理
指
針
に
基
づ

き
、｢

2
次
系
配
管
の
点
検｣

等
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

※
原
子
力
発
電
所
で
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
き
、

設
備
を
安
全
な
状
態
に
保
ち
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

止
し
て
安
定
し
た
運
転
を
続
け
る
た
め
、
定
期
的
に
発

電
を
停
止
し
、
検
査
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

関
西
電
力
㈱
は
、
令
和
5
年
10
月
に

｢

使
用
済
燃
料
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ(

以

下
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ)｣

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
日
本
原
燃
㈱
六
ヶ
所
再
処
理

工
場
の
令
和
6
年
度
上
期
竣
工
に
よ
る
再

処
理
開
始
と
使
用
済
燃
料
受
入
開
始
に
併

せ
て
、
使
用
済
燃
料
の
搬
出
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
原

燃
㈱
が
、
竣
工
時
期
の
２
年
延
期
を
公
表

し
新
た
な
暫
定
操
業
計
画
を
策
定
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
関
西
電
力
㈱
は
、
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
示
さ
れ
た
新
た
な
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
は
、
令
和
10
年
度
か
ら
12
年
度
ま
で

の
3
年
間
で
、
同
工
場
へ
使
用
済
燃
料
計

１
９
８
ｔ
を
搬
出
す
る
他
、
再
処
理
実
証

研
究
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
へ
搬
出
す
る
量

を
約
４
０
０
ｔ
に
積
み
増
し
さ
せ
る
こ
と

等
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

町
は
、
2
月
13
日
に
関
西
電
力
㈱
の
水

田
原
子
力
事
業
本
部
長
と
経
済
産
業
省

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
山
田
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
統
括
調
整
官
か
ら
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
見

直
し
に
係
る
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
報
告

を
受
け
戸
嶋
町
長
は
、｢

さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
実
効
性
や
実
現
可
能
性
を
高
め
る

べ
く
検
討
を
重
ね
見
直
さ
れ
た
計
画
と
受

け
止
め
て
い
る
。
国
や
事
業
者
間
に
お
け

る
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
が
機
能
し
て
い
る

こ
と
も
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た｣

と
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や

地
域
振
興
策
の
具
現
化
を
帰
結
点
と
し
て

見
据
え
、
工
程
の
進
捗
管
理
や
検
証
の
取

組
、
財
源
の
確
保
な
ど
、
実
効
性
が
担
保

さ
れ
る
か
見
極
め
た
い
と
伝
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
2
月
26
日
に｢

美
浜
町
議
会

原
子
力
発
電
所
特
別
委
員
会｣

が
、
3

月
5
日
に｢

美
浜
町
原
子
力
環
境
安
全

監
視
委
員
会｣

が
開
催
さ
れ
、
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
関
西
電

力
㈱
や
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

原
子
力
発
電
所
特
別
委
員
会
で
の

主
な
議
論

　
　
　
　

日
本
原
燃
㈱
に
対
し
、
関
西
電

力
㈱
の
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
で
活
躍

し
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
社
員
を
派
遣
し
、
原

子
力
規
制
委
員
会
と
の
対
応
を
行
う
等
、

再
処
理
工
場
の
竣
工
に
向
け
て
対
応
す
る

と
共
に
、
国
と
事
業
者
で
構
成
さ
れ
る
使

用
済
燃
料
対
策
推
進
協
議
会
の
開
催
頻
度

を
、
概
ね
四
半
期
に
1
回
に
増
や
す
等
、

全
体
計
画
の
進
捗
管
理
を
徹
底
し
て
い
る
。

答
1

　
　
　
　

日
本
で
は
、｢

我
が
国
に
お
け

る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
の
基
本
的
な
考
え

方｣

に
基
づ
き
、
利
用
目
的
の
な
い
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
は
持
た
な
い
と
い
う
考
え
方
を

堅
持
し
て
い
る
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
つ
い
て

は
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電
で
有
効
活
用
し

答
2

　
　
　
　

再
処
理
工
場
の
竣
工
に
つ
い

て
、
必
ず
や
り
遂
げ
る
と
関
西
電
力
㈱
も

国
も
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
遅
延
続
き
で

あ
る
。
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
竣
工
を
前

提
に
し
た
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
絵
に
描

い
た
餅
と
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
。

問
1

　
　
　
　

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
が
稼
働

し
て
も
、
日
本
が
保
有
で
き
る
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
の
量
に
は
上
限
が
あ
る
た
め
、
ゆ
く

ゆ
く
は
再
処
理
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。

問
2

関
西
電
力
㈱
が
使
用
済
燃
料
対
策

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
直
し
ま
し
た

て
い
く
と
い
う
方
針
で
あ
り
、
再
処
理
工

場
で
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
量
と
国
内
で

の
利
用
量
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
れ
ば
、
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
が
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。

↑ ロードマップの見直しについて説明を受ける
　戸嶋町長 (手前左 )と川畑議長 (手前右 )
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こ
れ
ら
の
議
論
等
を
踏
ま
え
戸
嶋
町
長

は
、
3
月
7
日
に
、
高
浜
町
長
、
お
お
い

町
長
と
と
も
に
県
の
中
村
副
知
事
と
面
談

を
し
ま
し
た
。

　

面
談
の
中
で
、
戸
嶋
町
長
は
、｢

国
や

事
業
者
の
実
効
性
を
高
め
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
、
実
現
に
向
け
た
強
い
意
志
と

覚
悟
が
改
め
て
確
認
で
き
、
一
定
の
評
価

が
で
き
る｣

と
述
べ
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

対
す
る
本
町
の
考
え
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

県
は
、
こ
の
報
告
を
踏
ま
え
て
、
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
実
効
性
を
判
断
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
で
の

主
な
議
論

　
　
　
　

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
含
め
て

使
用
済
燃
料
の
搬
出
容
量
を
確
保
す
る

と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
中
で
示
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
中
間
貯
蔵
施
設
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
施
設
の
操
業
開
始

に
向
け
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

答
1

　
　
　
　

再
処
理
工
場
の
最
大
処
理
能
力

が
８
０
０
ｔ
に
到
達
し
た
年
の
翌
年
か
ら
、

各
電
力
会
社
か
ら
の
使
用
済
燃
料
８
０
０
ｔ

の
受
け
入
れ
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
に
基
づ
き
2
割
を
関
西
電

力
㈱
か
ら
の
搬
出
と
し
て
試
算
し
て
い
る
。

再
処
理
工
場
に
つ
い
て
は
、
使
用
済
燃

答
2

　
　
　
　

今
回
示
し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
短
期
的
な
話
と
し
て
実
効
的
な
計
画

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
こ
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
い
て
再
処
理
工
場

が
確
実
に
竣
工
す
る
よ
う
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
第
一
で
あ
る
。
リ
ス
ク
対
応
に
つ

い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
し
っ
か
り
検

討
し
て
い
く
。

答
3

　
　
　
　

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は
技
術

的
な
問
題
は
解
決
し
て
お
り
、
原
子
力
規

制
委
員
会
の
審
査
対
応
に
時
間
を
要
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
乾
式
貯
蔵
施
設
に
つ

い
て
は
、
県
外
に
設
置
す
る
中
間
貯
蔵
施

設
へ
の
円
滑
な
搬
出
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
り
、
再
処
理
工
場
の
竣
工
延
期
を
見

越
し
た
対
応
で
は
な
い
。

答
3

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
再
処
理
工
場
の
竣

工
を
27
回
延
期
し
て
お
り
、
本
当
に
令

和
8
年
度
に
竣
工
す
る
の
か
疑
問
で
あ

る
。
前
回
不
退
転
の
覚
悟
で
臨
む
と
し

な
が
ら
今
回
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
見
直
し

に
至
る
わ
け
だ
が
、
計
画
通
り
再
処
理

工
場
が
竣
工
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
中
間

貯
蔵
施
設
は
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
。

問
1

　
　
　
　

令
和
16
年
度
か
ら
使
用
済
燃

料
の
貯
蔵
量
が
減
る
と
い
う
説
明
が
あ
っ

た
が
、
再
処
理
工
場
へ
の
搬
出
量
が
発
生

量
を
上
回
る
と
し
て
い
る
根
拠
や
確
実

性
・
信
頼
性
に
つ
い
て
伺
う
。

問
2

　
　
　
　

全
国
の
原
子
力
発
電
所
に
大

量
の
使
用
済
燃
料
が
あ
る
中
で
、
順
調
に

搬
出
が
進
ん
で
い
く
の
か
。
事
故
や
故
障

で
停
止
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ

う
い
う
事
態
に
対
応
で
き
る
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
な
の
か
。

問
3

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
再
処
理
工
場
の
竣

工
が
27
回
延
期
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る

と
、
関
西
電
力
㈱
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お

い
て
実
効
性
が
確
保
で
き
て
い
る
の
は
、

フ
ラ
ン
ス
へ
の
使
用
済
燃
料
搬
出
の
み
で

あ
り
、
そ
の
担
保
に
乾
式
貯
蔵
施
設
が
あ

る
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

問
3

料
の
再
処
理
に
関
す
る
技
術
面
は
既
に
ク

リ
ア
し
て
お
り
、
現
在
は
新
規
制
基
準
に

適
合
す
る
た
め
の
地
震
動
の
審
査
対
応
が

主
と
な
っ
て
い
る
。
関
西
電
力
㈱
か
ら
も

審
査
対
応
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
社
員
を
派
遣

し
て
お
り
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
体
制
で

対
応
し
て
い
る
。

プルサーマル：軽水炉でMOX燃料を使用すること
出典：日本原子力文化財団　原子力・エネルギー図面集

↑中村副知事と面談する3町長

※  受入量は前年度下期と当年度上期の再処理量の合計値であるが、令和12年度上期の再処理量が公表されていないため、令和11年度下期
の再処理量の値を記載

年度 (令和 ) 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

六ケ所再処理工場

使用済MOX燃料
再処理実証研究

中間貯蔵施設

高浜発電所から仏国搬出(オラノ社への搬出 200t＋100t)

78t 66t 54t (その後も必要量を搬出)
関西電力からの使用済燃料搬出量

竣　
　

工

各電力会社の使用済核燃料の再処理

(徐々に800tに増加) 800t 800t 800t 800t

下期

70t 60t 110t 0t 90t

上期 上期下期 下期

800t 800t

各電力会社の使用済核燃料の再処理

130t 130t 90t(※) 800t(徐々に800tに増加)

70t 70t 60t 100t

中間貯蔵施設操業

【関西電力㈱が見直した使用済燃料対策ロードマップ ( 朱書き：見直し箇所 )】

・六ヶ所再処理工場の令和8年度中の竣工に向け、関西電力を中心に、審査・検査に対応する人材を更に確保。

・ 使用済燃料の中間貯蔵施設へのより円滑な搬出、さらに搬出までの間、電源を使用せずに安全性の高い方式
で保管できるよう、発電所からの将来の搬出に備えて発電所構内に乾式貯蔵施設の設置を検討。

・本ロードマップの実効性を担保するため、今後、原則として貯蔵容量を増加させない。

・ あらゆる可能性を組み合わせて必要な搬出容量を確保し、着実に発電所が継続して運転できるよう、環境を
整備する。

・ 中間貯蔵施設の操業を開始する令和12年頃までの間、六ヶ所再処理工場および仏国オラノ社への搬出によ
り、使用済燃料の貯蔵量の増加を抑制。

・中間貯蔵施設の他地点を確保し、令和12年頃に操業開始。

・ 使用済MOX燃料の再処理実証研究のため、令和 9年度から 11年度にかけて高浜発電所の使用済燃料約
200t をフランスのオラノ社に搬出、データ充実化が必要になったことを踏まえ、さらに 200t 関西電力か
ら搬出容量枠を確保し、まず12年度から100t を搬出する。

・ 令和 9年度から再処理開始、10年度から使用済燃料受入れ開始。再処理工場への関西電力の使用済燃料の
搬出において、12年度までの3年間で 198ｔを搬出 (全体再処理量の約6割 )。その後も必要量を確保し
搬出するよう取り組む。


